
 

 
 

 
 
 
 

動物の愛護及び管理に関する法律施行規則の改正（案）について 

 

１．背景・趣旨 

動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号）の令和元年に改正された制度の運用に関す

る実効性を担保するため、マイクロチップの取外し後の速やかな装着、マイクロチップ情報の提供等につい

て、動物の愛護及び管理に関する法律施行規則に所要の改正を行うもの。 

 

２．改正案の概要 

下記（赤字下線）の通り、該当箇所について新設及び改正する。 

 

（取外しの禁止） 

第二十一条の六 法第三十九条の四の環境省令で定めるやむを得ない事由は、犬又は猫の健康及び安全の保持上

支障が生じるおそれがあることとする。ただし、当該事由によりマイクロチップを取り外した場合、当該事由

の消滅後速やかに装着するものとする。 

 

 （情報の提供） 

第二十一条の十一 環境大臣（指定登録機関が登録関係事務を行う場合にあっては、指定登録機関。以下この条

において同じ。）は、都道府県知事に対し、法第二十三条第一項、法第二十四条第一項及び法第二十四条の二

第一項に規定する事務の実施に必要な範囲内において、犬及び猫の登録に係る情報の提供を行うものとする。 

２ 環境大臣は、都道府県知事及び市町村長（特別区の区長を含む。）に対し、法第三十五条第四項及び同条第

五項に規定する事務の実施に必要な範囲内において、犬及び猫の登録に係る情報の提供を行うものとする。 

３ 環境大臣は、獣医療法第三条に規定する診療施設の開設の届出をした獣医師、当該届出があった診療施設で

診療の業務を行う獣医師及び同法第五条第二項に規定する診療施設を管理する者に対し、法第三十六条第一項

に規定する所有者に対する通報に必要な範囲内において、犬及び猫の登録に係る情報の提供を行うものとする。 

４ 環境大臣は、厚生労働大臣に対し、狂犬病予防法第十九条に基づく厚生労働大臣の指示に必要な範囲内にお

いて、犬の登録に係る情報の提供を行うものとする。 
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